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既存添加物の品質向上に資する研究 
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令和2年度～令和4年度 総合分担研究報告書 
既存添加物の成分規格に関する研究 

〜既存添加物の成分規格に関する調査研究(委託調査)〜 
業務受託者 背黒 勝也 一般社団法人日本食品添加物協会 専務理事 

研究要旨 令和２年度から令和４年度にかけて，既存添加物の品質向上に資する研究として既

存添加物の成分規格に関する各種調査に取り組んだ．各年度の実施内容を以下に示す． 
令和２年度 
・既存添加物成分規格案の整備状況 
・第 10 版食品添加物公定書成分規格案を検討した品目 
・第５版既存添加物自主規格 

令和３年度 
・既存添加物の成分規格の整備と流通の状況 
・流通実態，使用実態 
・今後（第５次）の消除に向けた調査 
・安全性評価の状況調査 
・第 10 版食品添加物公定書成分規格案を検討した品目 

令和４年度 
・既存添加物の国内外の安全性評価情報について 
・酵素の規格の業界の考え方について（微生物の基原に関する研究） 
・既存添加物の成分規格の整備と流通の状況 
・既存添加物の品目ごとの基原生物（植物）の調査 

これらの活動について報告する． 
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A. 研究方法 
既存添加物の成分規格の作成状況，安全性

評価状況，流通実態を調査した．また，酵素

品目の規格について業界の考え方をまとめ

た．既存添加物の基原生物の調査を行った．

詳細については，各年度の報告書に記載し

たとおりである． 

 

B. 研究結果 
各年度の報告書に詳細を示したので参照し

ていただきたい．  

 
C. 考察 
令和 2 年度から令和 4 年度までの検討を振

り返ると，成分規格が設定（告示）されてい

ない既存添加物は 164 成分規格（品目として

は 146）が存在しており，うち 54 品目は，公

定規格案及び自主規格がないものであった．

多くは当該添加物の製造又は輸入に携わる事

業者が協会会員の中に見つからず，公定書収

載に向けた規格案の策定が困難と言える．自

主規格が有る添加物に関しても，公定書成分

規格案の作成作業に伴う事業者の負担が小さ
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くないことなどから公定書収載を要請に至ら

ない例もある． 
地道な事業者探索活動とともに，成分規格

設定による事業者のメリットの明確化など現

状の改善をはかることを目的とした思い切っ

た対策を講じる必要があると考えられる． 
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